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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 13,541 6.7 1,076 69.1 1,140 63.3 808 56.7

2021年３月期第３四半期 12,694 △15.0 636 △50.9 698 △48.4 515 △40.3

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 868百万円 ( 58.9％) 2021年３月期第３四半期 546百万円 (△33.7％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 175.37 ―

2021年３月期第３四半期 111.91 ―
(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３

月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 25,071 17,791 71.0

2021年３月期 23,904 17,210 72.0

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 17,791百万円 2021年３月期 17,210百万円
(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３

月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― ― ― 60.00 60.00

2022年３月期 ― ― ―

2022年３月期(予想) 60.00 60.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,500 7.8 1,250 9.6 1,300 1.5 900 3.2 195.25

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記の

連結業績予想は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

　

hirotaka-ono
新規スタンプ



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 4,625,309株 2021年３月期 4,625,309株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 16,228株 2021年３月期 16,020株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 4,609,177株 2021年３月期３Ｑ 4,609,512株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

　実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和

される中で、持ち直しの動きが続いたものの、原油など資源高の悪影響やオミクロン株感染が確認されるなど、

依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当社グループと関連が深い建設業界におきましては、住宅建設の着工戸数は回復傾向にありますが、原油・ナ

フサ価格の高騰に伴う原材料価格の上昇、販売競争の激化等により厳しい状況が続いております。

　このような状況の下、当第３四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は、135億41百万円(前年

同期比6.7%増)となりました。

　損益面につきましては、当第３四半期連結累計期間においては売上高の増加と諸経費の削減により、営業利益

は10億76百万円(前年同期比69.1%増)、経常利益は11億40百万円(前年同期比63.3%増)、親会社株主に帰属する四

半期純利益は８億８百万円(前年同期比56.7%増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より11億67百万円増加し、250億71百万円とな

りました。その主な原因といたしましては、現金及び預金が２億41百万円減少したものの、電子記録債権が２億

97百万円、商品及び製品が３億25百万円、リース資産が２億80百万円それぞれ増加したことによるものです。

　負債の部では、前連結会計年度末より５億86百万円増加し、72億79百万円となりました。その主な原因といた

しましては、短期借入金が５億円減少したものの、支払手形及び買掛金が５億17百万円、リース債務（流動負債

の「リース債務」を含む）が２億61百万円それぞれ増加したことによるものです。

　純資産の部では、前連結会計年度末より５億80百万円増加し、177億91百万円となりました。その主な原因と

いたしましては、利益剰余金が５億21百万円増加したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の業績予想につきましては、2021年５月13日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,999 6,757

受取手形及び売掛金 4,042 4,275

電子記録債権 1,502 1,799

商品及び製品 2,246 2,572

仕掛品 249 302

原材料及び貯蔵品 595 647

その他 46 235

貸倒引当金 △5 △6

流動資産合計 15,676 16,582

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 10,459 10,500

機械装置及び運搬具 9,032 9,094

工具、器具及び備品 3,496 3,408

土地 2,419 2,419

リース資産 269 549

建設仮勘定 55 136

減価償却累計額 △18,648 △18,786

有形固定資産合計 7,084 7,323

無形固定資産

その他 115 135

無形固定資産合計 115 135

投資その他の資産

投資有価証券 833 842

繰延税金資産 84 78

その他 125 125

貸倒引当金 △16 △16

投資その他の資産合計 1,027 1,030

固定資産合計 8,227 8,488

資産合計 23,904 25,071
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,845 2,362

電子記録債務 805 922

短期借入金 1,180 680

リース債務 19 74

賞与引当金 238 110

設備関係支払手形 87 42

未払法人税等 121 134

その他 842 1,173

流動負債合計 5,141 5,499

固定負債

リース債務 254 461

預り保証金 1,241 1,240

退職給付に係る負債 55 52

繰延税金負債 - 26

固定負債合計 1,552 1,780

負債合計 6,693 7,279

純資産の部

株主資本

資本金 5,007 5,007

資本剰余金 4,121 4,121

利益剰余金 7,796 8,318

自己株式 △26 △27

株主資本合計 16,898 17,419

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 375 375

為替換算調整勘定 △63 △4

その他の包括利益累計額合計 312 371

純資産合計 17,210 17,791

負債純資産合計 23,904 25,071
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 12,694 13,541

売上原価 7,754 8,138

売上総利益 4,940 5,402

販売費及び一般管理費 4,303 4,325

営業利益 636 1,076

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 30 33

不動産賃貸料 27 10

為替差益 - 10

その他 27 18

営業外収益合計 85 73

営業外費用

支払利息 10 9

為替差損 8 -

その他 5 -

営業外費用合計 24 9

経常利益 698 1,140

特別損失

固定資産除却損 2 20

特別損失合計 2 20

税金等調整前四半期純利益 696 1,120

法人税、住民税及び事業税 107 285

法人税等調整額 72 27

法人税等合計 180 312

四半期純利益 515 808

親会社株主に帰属する四半期純利益 515 808
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 515 808

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 56 0

為替換算調整勘定 △25 59

その他の包括利益合計 30 59

四半期包括利益 546 868

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 546 868
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、売上リベート等の顧客に支払われる対価については、従来、販売費及び一般管理費として処理する方法によ

っておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。また、有償支給取引において、従来は有償

支給した原材料等について消滅を認識しておりましたが、当該取引において買い戻す義務を負っていることか

ら、有償支給した原材料等について消滅を認識しないことといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

収益認識会計基準等の適用による、当第３四半期連結累計期間の損益及び期首利益剰余金に与える影響は軽微

です。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（米国会計基準ASU第2016-02「リース」の適用）

米国における在外連結子会社では、第１四半期連結会計期間より米国会計基準ASU第2016-02「リース」を適用

しております。これに伴い、借手のリース取引については、原則全てのリースについて使用権資産及びリース債

務を認識しております。

米国会計基準ASU第2016-02の適用にあたっては、経過措置として認められている、本基準の適用による累積的

影響を適用開始日に認識する方法を採用しております。

本基準の適用に伴い、当第３四半期連結貸借対照表において有形固定資産が２億76百万円、流動負債が53百万

円、固定負債が２億18百万円それぞれ増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益及びセグメン

ト情報に与える影響は軽微です。

　


